
第 12 回　AI を前提に事業を組み直す　／　各回の資料

経営者のための AI 実装講座　／　全 12 回・各 120 分

第 12 回　AI を前提に事業を組み直す
道具の話を終えて、事業の話に戻ります

この回のゴール 浮いた時間と変わった原価構造を、提供価値と人員計画につなぎます。

手元に残るもの 3 年構想（A4 一枚）／書き直した 12 か月ロードマップ

120 分の進め方 最終回です。社員のみなさんにも同席いただき、これからの方針をお伝えしま
す。

01　なぜ、この回をやるのか

時間が浮いただけでは、経営数値は動きません。

● 11 回かけて、手は空きました
● ただ、空いた時間の使い道を決めていなければ、元に戻ります
● 今日は道具の話を終えて、事業の話に戻ります

浮いた時間を何に移すか。それを決めるのが、経営者の仕事です。

02　この回のゴールと、120 分の使い方

浮いた時間と変わった原価構造を、提供価値と人員計画につなぎます。

最終回です。社員のみなさんにも同席いただき、これからの方針をお伝えします。

03　考え方　3 年構想は、4 つの問いで書きます

3 年後、AI がやっている仕事は何
か 業務名で 3 つ挙げます

その結果、人は何をしているか 減らす話ではなく、移す話として書きます

そのために、今ない資産は何か データ・資料・人・仕組み。第 8 回のリストが効きます

やらないと決めることは何か 捨てるものを決めます。ここが構想の質を決めます

4 つ目がいちばん重要です。全部やろうとして何も進まない会社が、いちばん多くあります。

04　あてはめ　この 12 回で変わったこと

受講前 → いま（第 1 回の記録と突き合わせます）

指示の出し方 毎回ゼロから → 型で書き、15 本が決まった場所にある

社内の広がり 社長のみ → 社員◯名が業務で使用

数字の扱い 勘と経験 → 月次レポートの雛形で毎月回している

品質 なんとなく → 正解セット 10 件で毎月採点

体制 社長が全部 → 推進役・費用・権限が紙になっている

診断スコア 受講前 ◯点 → 修了時 ◯点
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第 1 回の記録と突き合わせます。自分では気づきにくいので、数字と記録で見ていただきます。

05　実演①　よくある 3 年構想

やること　「AI をもっと活用していく」

こうなります

● 何を指すのか、誰にも分からない
● 来年また同じことを書く
● 社員は何をすればいいか分からない
● 結局、何も変わらない

抽象的な構想は、書いた本人以外には伝わりません。そして本人も、半年後には忘れています。

→ 「もっと活用する」は、構想ではありません

06　実演②　事業の言葉で書いた構想

やること　「見積の即日回答を強みにして、小口案件を取る」

こうなります

● AI が何をするかが決まる（見積の下書き）
● 人が何をするかが決まる（提案と交渉）
● 必要な資産が分かる（過去実績のデータ化）
● やらないことも決まる（大型案件の深追い）

事業の言葉に翻訳できたとき、はじめて AI は経営の道具になります。

→ AI の話ではなく、何で勝つかの話にする

07　この回で、よく起きること

起きること その場での対処

3 年の話が「もっと AI を使う」で止ま
る

4 つの問いの 2 番目（人は何をしているか）に戻します。事業の
言葉が出るまで粘ります

成果が乏しいまま最終回を迎えた 取り繕いません。何が進まなかったかを一緒に言語化するほう
が、次につながります。理由は大半が「時間」と「人」です

継続の相談をされる 講座の延長ではなく、月 1 回の伴走として別建てにするのが自
然です。第 10 回の月次チェックが接点になります

08　みなさんから、よくいただくご質問

Q　「これから、私たちの仕事はどう変わりますか」
A　下書きと転記が減ります。空いた時間を何に使うかは、これからみなさんと決めていきます。

Q　「新しく入る人にも、これを教えるのですか」
A　教えます。手順書と専用 AI があるので、覚えることはむしろ減っています。

Q　「うまくいかなかったら、やめることもありますか」
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A　あります。3 か月ごとに費用と効果を見て、合わなければ縮小します。やめる基準も決めてあります。

09　この 12 回で使った言葉

指示の型 役割・前提・依頼・制約・出力形式の 5 要素。すべての出発点です

確認ポイント 人が止める場所。金額・社外・不可逆の前に置きます

正解セット 毎月同じ 10 件で採点する仕組み。品質を数字で語るための道具です

10　演習（社員同席・発表を含む）　今日の流れ

1 作ったものを全部並べる 12 回分の成果物をお渡しします。第 1 回の記録とも突き合わせ
ます

2 3 年構想を 1 枚にする 4 つの問いに答えます。ここは社員退席後でも構いません

3 社員のみなさんに方針を話す これからどうするかを、社長ご自身の言葉で

11　修了時にすること

診断をもう一度 受講前と同じ設問です。点数の伸びが、そのまま効果測定になり
ます

成果報告シートの記入 削減時間と社員の反応を数字に。うまくいかなかったことも書い
てください

掲載の許諾確認 事例として使う場合は、社名を出さず「従業員◯名の◯◯業」の
形で。数値の公開範囲も確認します

12　ここだけは　最後に、ひとつだけ

この 12 回で最も効いたのは、講座の中で作ったものを翌日に一度使ってみることでした。使わなかったも
のは、どれだけよくできていても 2週間で忘れます。逆に、一度でも実務で使えば、それは御社の仕組みに
なります。これから作るものについても、同じです。

よくある型　3 年構想は、書いたとおりにはならない。ただ、書いたから気づけることがある。当てるた
めの紙ではなく、気づくための紙だと考える。

13　宿題（ひとつだけ）

▶ （修了後）3 か月後のフォローで、進捗をお聞かせください。

修了直後は勢いがあります。落ちるのは 2 か月目です。3 か月後に一度お話しすることで、止まりかけたも
のを立て直せます。ご負担のない範囲で結構です。

14　次回まで

次回のテーマ 修了後

やっておくこと 3 か月後のフォローで、進捗をお聞かせください

持ち物 （修了時）診断の再回答／成果報告シート／掲載許諾の確認
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落ちるのは 2 か月目です。3 か月後に一度お話しすることで、止まりかけたものを立て直せます。

※ 各回の資料です。当日の進め方や言い回しは、受講者の状況に合わせて変えてください。話す台本は登壇資料（PPTX）のノ
ート欄にあります。
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